
第 38 回日本比較臨床医学会学術集会 

「平成 19 年度生理学研究所研究会および第 1回伴侶動物の臨床医学研究会」 

 

日時：平成 19 年 11 月 30 日（金）13:00 から 12 月 1 日（土）17:00 まで 

場所：自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター 

大 会 長：丸尾幸嗣（岐阜大学獣医臨床腫瘍学） 

開催事務局：木村 透（自然科学研究機構動物実験センター） 

 

《プログラム》 

11/30（金） 

（12:00 ‒  開催に先立って、学会評議員会を開催します） 

13:00 ‒ 13:10  開会挨拶 丸尾幸嗣（岐阜大学獣医臨床腫瘍学） 

 

シンポジウム１ 乳がんの病理学的概要 

座長：酒井洋樹（岐阜大学獣医病理学） 

   木村 透（自然科学研究機構動物実験センター） 

13:10 ‒ 14:00  医学 廣瀬善信 岐阜大学附属病院病理部 

討論 

14:10 ‒ 15:00    獣医 中山裕之 東京大学獣医病理学 

   討論 

15:00 ‒ 15:10    休憩（お茶） 

 

シンポジウム２ 乳がんの臨床における現状 

座長：山田隆紹（麻布大学獣医内科学第二） 

   森 崇 （岐阜大学獣医臨床腫瘍学） 

15:10 ‒ 16:00  医学 細野芳樹 岐阜大学附属病院第 2外科 

討論 

16:10 ‒ 17:00  獣医 伊東輝夫 青葉動物病院 

討論 

18:00 ‒ 20:00  懇親会（職員会館 2階大会議室） 

 

 

12/1（土） 

シンポジウム３ 炎症性乳がんの現状と課題 

座長：土屋 亮（麻布大学獣医内科学第二） 



   丸尾幸嗣（岐阜大学獣医臨床腫瘍学） 

10:00 ‒ 10:50  医学 川口順敬 岐阜大学附属病院第 2外科 

討論 

11:00 ‒ 11:50  獣医 森 崇  岐阜大学獣医臨床腫瘍学 

討論 

 

ランチョンセミナー  コンパニオンアニマルの癌における食餌管理 

（ヒルズ社協賛）中会議室 

座長：臼井玲子（日本獣医生命科学大学） 

   荒島康友（日本大学医臨床病理学） 

12:00 ‒ 13:00  徳本講師 

 

平成 19 年度日本比較臨床医学会定期総会 

13:00 ‒ 13:30 

 

学会賞表彰式並びに受賞記念講演 

座長：山田隆紹（麻布大学獣医内科学第二） 

13:30 ‒ 14:00  兼島 孝ら、「埼玉県内の小学校における鶏のオウム病疫学

調査と清浄化の試み」 

 

一般演題 ポスター発表 

14:00 ‒ 15:00 

座長（P1‒P5）：小暮一雄（所沢愛犬病院） 

P1 腹腔内播種した卵巣腺癌にシスプラチンの腹腔内投与が奏効した犬の 1例 

   岐阜大学 土居弘典 他 

P2 口腔内悪性メラノーマと診断された犬12例における常用電圧Ｘ線の放射線 

   治療効果有害事象および予後 

   岐阜大学獣医臨床腫瘍学 南千佳 他 

P3 耳炎治療における耳内視鏡(ビデオ耳鏡・Video Otoscope)の有用性 

   臼井犬猫病院 臼井玲子 他 

P4 複数臓器へと転移した心臓原発性血管肉腫の犬の１例 

   麻布大学動物病院 柴田久美子 他 

P5 犬および猫赤血球の 5%ブドウ糖液下での凝集反応 

   麻布大学獣医学部伝染病学研究室 並河和彦 他 

 

座長（P6‒P10）：廣田順子（帝京科学大学理アニマルサイエンス） 



P6 低栄養状態で認められた慢性発咳の１症例 

   麻布大学 大矢善一郎 他 

P7 フローサイトメトリーによる犬血小板表面免疫グロブリンおよび補体の検 

   出技術の改良 

   麻布大学獣医学部 内科学第二研究室 小松嵩弘 他 

P8 伴侶動物の腫瘍バンク－伴侶動物の腫瘍細胞の株化の確立について－ 

   自然科学研究機構動物実験センター 廣江猛 他 

P9 紙製の組み立て式 nest box が Tabby jimpy ミュータントマウスに及ぼす延 

   命効果 

   自然科学研究機構動物実験センター 窪田美津子 他 

P10 マウスの節水量連続計測 

   自然科学研究機構動物実験センター 佐治俊幸 

 

シンポジウム４ 乳がんの最新トピックス 

座長：土田修一（日本獣医生命科学大学比較細胞生物学） 

   木村 透（自然科学研究機構動物実験センター） 

15:00 ‒ 15:50    医学 川口順敬 岐阜大学附属病院第 2外科 

討論 

16:00 ‒ 16:50   獣医 丸尾幸嗣 岐阜大学獣医臨床腫瘍学 

討論 

 

17:00 ‒ 17:10  閉会挨拶 木村 透（自然科学研究機構動物実験センター） 

 

以上． 


